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やってみよう！地域で考える雪対策モデル事業 

参加希望団体の募集について（依頼） 

 
 
 
 日頃より、新潟市の道路行政に多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 
 地域の皆様には地域内の除雪や身近な道路への凍結防止剤の散布など様々なご協

力をいただきまして心より感謝申し上げます。 
 これまで自治会向けの説明会や個別に業者を交えた意見交換の場を設けてまいり

ましたが、自治会を跨る問題や様々な理由により解決が難しい課題については、なか

なか解消できていない状況と思われます。 
 この度、特色ある区づくり予算を活用し、上記モデル事業を実施することとしまし

た。別添の募集要項をお読みいただき、雪対策の課題解決につながると思われる場合

は、別紙の申込用紙を記入していただき、７月２９日（金）までにご提出をお願いし

ます。 
 ご検討のほど、よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 

 

 

【お問合せ先】 
 西区役所建設課維持係 渡邉・近藤 

電話：025-264-7680 FAX：025-269-1660 

（案） 【当日配布資料１】



【やってみよう！地域で考える雪対策モデル事業 募集要項】

１．募集の目的
 地域の除雪を区と地域がそれぞれの役割の中で協力して行い、降雪時の安心・安全な交通
 の確保を目的とします。
 地域の抱える課題や大雪時の行動を考える機会をつくり「自分たちで何ができるか」
 「除排雪の課題への⼯夫や対応」について、区や地域住⺠のほか除雪協力業者も交えて
 ワークショップ形式で意見交換し、地域の除雪計画を策定します。
 市は地域が行う課題解決に必要な資材の確保を支援します。

２．募集対象団体・数
 対象団体：地域コミュニティ協議会 １団体   
  ※１つの自治会では駅や学校などの重要施設まで経路を網羅できない場合があるため。

３．市の支援内容
 ワークショップの開催（８⽉〜９⽉頃を予定）。地域の除雪計画図⾯の作成。
 歩道用小型除雪機械の貸与、ママさんダンプ、スコップの提供。
 地域へのニュースレターの配布。 などを想定しています。

４．留意事項
 市の行う除雪路線の基準を変更（4.0m以下の市道や私道を市が除雪する等）して欲しい
 などの要望は対象外とします。
 個別の住⺠の課題は対象外とします。

５．申し込み方法
 別添の申込用紙を記入の上、郵送またはＦＡＸにて下記の提出先へ送付ください。

６．募集期間
 令和４年７⽉２９日（金）締切

７．選定方法
 応募団体数が募集数を超えた場合は、記入していただいた申込用紙の内容を確認し、
 解決に向けてワークショップによる意見交換が最適と思われる団体を区役所において
 選定します。結果については、申込みいただいたすべての団体へ連絡します。
 今年度は１団体を対象としますが、次年度以降も今回選定できなかった団体との
 意見交換は行っていく予定です。

８．問合せ・提出先
 住 所：〒９５０−２０９７ 新潟市⻄区寺尾東３丁目１４番４１号
 ＴＥＬ：０２５−２６４−７６８０   ＦＡＸ：０２５−２６９−１６６０
 担当者：⻄区役所建設課維持係 渡邉・近藤



（別紙）

①コミュニティ協議会名

②担当者氏名 連絡先（電話番号）

③現在、地域で抱える課題を教えてください。
（記入例として、想定される課題を裏⾯に記載しております）
 文章にしにくい場合は、申込用紙とは別に地図に書き込み、
 提出していただいても構いません。

④ワークショップに参加する自治会について
 上記③課題の解決に向けてワークショップでの議論を深めるために、
 参加が必要と思われる自治会を教えてください。
 ※ワークショップの際は、地域の方の人数を最大１５人程度に想定しています。

以上

申込用紙



（記入例：想定される課題）
例１
・市の除雪路線になっていない歩道において、小学校への通学路となっているた
め、コミュニティ除雪により地域住⺠で除雪をしているが、⼀部区間においてコ
ミュニティ除雪が行われていない箇所があり、大雪になると歩きにくくなってい
る。
【対策例】
・コミュニティ除雪が行われていない自治会も含めて話し合いを行い、地域で除
雪ができない理由などを聞き取り、コミュニティ除雪実施に向けた検討を行う。

例２
・通学路となっているが、歩道幅が狭く現在市から貸与できる歩道用除雪機械で
は除雪できず、人力での除雪となっており、苦慮している。
【対策例】
・さらに小型の除雪機械を調達し貸与するなど。

例３
・バス停周りや横断歩道の周辺が雪山になり、待合やすれ違いに支障となってい
る。
【対策例】
・思いやりのひとかき運動用のスコップの他にママさんダンプや追加のスコップ
を貸与する。

例４
・交差点の雪山が高く、見通しが悪い。子供が遊んで危ない。
【対策例】
・除雪後に交差点の雪山について交通の支障となりそうな場合は、除雪業者から
建設課に排雪協議を行う。作業上、雪山になりやすい場所や特に注意が必要な箇
所について、業者と建設課とで共有しておく。
・ニュースレターにおいて注意喚起を行う。小学校に雪山で遊ぶことは危険と
いったことの周知を行う。

例５
・凍結により転倒の危険性が高い箇所がある。
【対策例】
・地域の方に使ってもらう塩箱や砂箱の設置箇所の見直しを行う。住⺠の方に危
険箇所を把握しておいてもらい、塩や砂を重点的に撒いてもらう。








